

































が、二〇〇点に垂んとする所蔵断簡の全貌を示すには、これまでの紹介の進み具合では、あまりにも前途遼遠というほかはない （もっとも、別途 『実践国文学』 第九〇号・九三号などで言及している例もあるが） 。　
一方では、源氏物語古筆資料集の出版計画が持ち上がり、本学所蔵品だけでなく、趣旨に賛同する諸賢が秘蔵の古
筆切を持ち寄って執筆陣に加わって下さることが決定的な後押しとなって、かなり具体的なかたちで進行している。『古筆学大成』 第二三・二四巻の 『源氏物語』 関係の古筆の約一六〇点というのも、当時としては破天荒な集成事業であり驚嘆するほかなかったが、情報の流通などの時代革新もあってか、今回の企画は、諸氏のご協力によって、おそらくはその二倍量超の情報を世に発信することができるはずである。　
となると、 もはや本誌でのんびりと 「目録稿」 の連載を続ける意義が急速に薄れてきつつある情勢ではある。ただし、
未紹介の手鑑などには、 『源氏物語』 以外の物語作品の断簡もいくつか見出すことができる。 『源氏』 のそれのように意識的に集積したわけではないから、数としては寥々たる の しかな 、当該物語の研究にも意義のあるも であろうと考えられる。　
本学図書館蔵古筆手鑑 『筆陣』 は、劈頭に大聖武を据えた堂々たる手鑑であり、これまで 鑑定をいただいた諸氏か
らも高評を頂戴しているが、他の手鑑と比べても、物語切を多く含むところに本手鑑のひとつの特徴がある。そのうち 『源氏物語』 については、上記 公刊事業でひと足 やく世に出るこ になろうが、ここではそこには搭載さ ない
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掲載内容は、国文学研究資料館編 『古筆への誘い』 （ 弥井書店、二〇〇五年三月刊） に準拠し、 〔鑑定〕 〔書誌〕 〔本
文〕 〔筆者〕 〔解説〕 の項目をあげた。次に各項目について、同書より引抄する。
〔鑑定〕












なお、 〔所蔵〕 欄に関して、実践女子大学所蔵の古筆切は図書館 （日野・渋谷） ・文芸資料研究所・国文学科研究室に
分蔵しているが、学内における区別は対外的に意味のないものとして省略する。　














































近衛政家 （一四四四～一五〇五） 。関白房嗣の二男。近衞家第一三代当主。 『公卿補任』 に記すところでは、




五六段末尾～五八段前半） 『古筆学大成』第二三巻に掲載、第五六段末尾から第五八段前半分） 、 『国文学古筆切入門』（№
81　




本断簡は、片桐洋一 『伊勢物語の研究 〔資料篇〕 』 （明治書院、一九六九年一月刊） に収める京都大学国語学国文学研

































































5㎝） で、一回り小さい。 『披香殿』 所収のツレには 『続国文学古筆入門』 所収 （№
81　
第八二段） と手鑑 『古今墨林』 所収 （№
165　
第九六段） がある。






















































ツレの断簡に出光美術館蔵古筆手鑑 『聯珠筆林』 所収 （№
185　

























































































































































































花肖柏 （一四四三～一五二七） に、和歌・物語を三条西実隆 （一四五五～一五三七） に師事した。　
肖柏の家集 『春夢草』 、二一四一の詞書に 「此人和歌の道にふかく心をいれて、源氏物語を書る事廿部にをよべり。 ・ ・ ・



























こにてうせ侍にしのちとゝせあまりにてなんあらぬ世のこゝちしてまかりのほりた しをこの宮はちゝかたにつけ わらはよりまい かよふゆへ侍しか いまはかうよ まし ふへきさ にも侍らぬをれせい院の女御とのゝ御かたな こそはむかしきゝな たてまつりしわたりに いよるへく りしかとはしたなくおほえ侍てえさしいて侍らてみやまかくれのくちきにな て
〔伝称筆者〕
　
花山院定熙 （一五五八～一六三四） 。本名家雅。右大臣家輔の男。 『公卿補任』 に 「実前左大臣従一位藤公
朝公男。母家女房」 と注する。 『補任』 によれば、天正七年 （一五七九） 参議に任ぜられ、慶長七年 （一六〇二） に権大納言に就いた後、元和五年内大臣に昇ったものの、その年末には辞任。さらに同七年正月二日には散位から右大臣に転じ、その一〇日 には辞任して散位となり、また寛永九年 （一六三二） 一二月二四日に左大臣 転じ これも四日後の
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正親町公叙 （一五一四～一五四九） 。権大納言実胤男。母は三条西実隆女。天文四年 （一五三五） に正四位





本文箇所は浮舟の巻。定家本系統。 『源氏物語大成』 底本 （池田本） と異同はない （但し、
1行目冒頭 「いとゝそ」











五行） 、 『古今墨林』 所収 （№
69　























足利義輝 （一五三六～一五六五） 。室町幕府一三代将軍。第一二代将軍足利義晴・慶寿院 （近衛尚通女） の




同じ伝称筆者で、書様が酷似し、縦法量もほぼ同じ断簡に、 『古筆学大成』 所収 （№
12　
五行） 、 『古今墨林』 所収 （№
158　
九行） 、出光美術館蔵古筆手鑑 『聨珠筆林』 所収 （№
173　
八行） 、林原美術館蔵 『日本古筆手鑑』 所収 （№
197　
九行） 、
川崎市民ミュージアム蔵手鑑 『披香殿』 所収 （№
276　
九行） 、個人蔵があり、いずれも、本葉と同じ若紫巻の断簡である






















つりわたす中納言ひ 兵衛督しやうのこと宰相中将わこむ中つかさ 宮の少将しやうのふえ源中将によこ笛たまハす ゝ今ゆしきものゝ上手ともなるへしをの
く
こよひものゝねとも手をつくしてき




〔伝称筆者〕 蜷川親当 （？～文安五 〈一四四八〉 年） は、将軍足利義教に仕え、政所代となる。義教没後、出家して智蘊を名乗る。連歌師として著名で、連歌七賢の一人である。〔解説〕
　





5行目の 「ゆしき」 は 「ゆゝしき」 であり、一箇所誤脱がみとめら
れる。　





八行） 、前掲古筆手鑑 『披香殿』 所収 （№
303　
九行） 、徳川美術館蔵手鑑 『集古帖』 所収 （№
118　
六
行） 、 春日井市道風記念館図録 『国文学と古筆』 所収 （№
39、
70　
五行） 、 前掲 『日本古筆手鑑』 所収 （№
198　
六行） 等がある。



























24』 の 「伝阿仏尼筆」 図版
77・
78・
79、川崎市市民ミュージアム蔵手鑑 『披香殿』 （淡交社） に貼られ
た断簡のツレと認められる。それらがともに巻四の切であることも共通している。　
本文は諸本との異同が二箇所（２～３行目「つれなき御御けしきならんと」―「変らぬ御心のつれなさならんと」 、




れることが多いらし 。参考図版として、同じく二代目了任に阿仏尼筆 極められた断簡をここに示 おく。国文学研究資料館 ［九九―一三六］ 。
　　　　　　　　　　　　
（久下）
